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 摩擦杭に支持された建物における沈下量・変形角の限界値の検討結果
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 1.はじめに
 一般的に摩擦杭を採用する場合、建物下部の浅い地盤
 には明確な支持層が存在せず、ある程度の沈下を許容し
 た設計がなされる事が多い。この場合、上部構造より基
 礎または杭に伝わる荷重のバラツキや下部地盤の不均…
 性などにより生じる不同沈下の現象は避けがたい問題で
 ある。
 2001年10月に改定された目本建築学会「建築基礎構造
 設計指針」1)(以下、指針と呼ぶ)には、沈下量の検討手
 法と並び不同沈下に対する上部構造・支持地盤ごとの沈
 下量・変形角の限界値の例が示されている。特別に沈下.
 を意識した設計を行わない場合、これらを目安として判
 断される事が多いと考えられる。しかし、これらの数値
 を定量的に検討した事例はほとんどないと思われる。
 本報告では、基礎梁の剛性・断面性能をパラメータと
 して、解析モデルの1支点に強制変形を与えた弾塑性解
 析を行い、部材のひび割れおよび降伏状況から指針の沈
 下量・変形角の限界値についての考察を行う。
 2.解析概要
 図1に示す解析モデルに対し、支点Cを強制変形させ
 て弾塑性解析を行った。強制変形は1ステップあたり
 1,0㎜とし、50ステップまで漸増変形させた。ここでは、
 部材曲げ剛性とスパンの比1/しと引張鉄筋比Ptをパラメ
 ータとした検討を行う事を主目的とし、表1に示す9断
 面を設定した。また、Ptに関しては、Pt=0.4%～1.0%間で
 変化させ、断面ごとに表2に示す主筋を設定し断面性能
 を決定した。ただし、引張・圧縮鉄筋比γはγニLOで一
 定と仮定した。また、コンクリート強度はFc=21困/㎜2)、
 鉄筋はSD345と仮定し、解析時の梁初期応力(長期応
 力)は考慮していない。
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 表1基礎梁断面性能
         No.梁幅Bmm梁成D(mmLID14cm1/L曲1ナ剛性比As2cmせん断剛性比
         130060010.005.40E+059001.015001.0
         23507008.571、00E+0616671.920421.4
         34008007.501、71E+0628443.226671.8
         44509006.672、73E+0645565.133752.3
         550010006.004.17E+0669447.741672.8
         660012005.008,64E+061440016.060004.0
         760015004.001.69E+072812531.375005.0
         860018003.332.92E+074860054.090006.0
         960020003.004.00E+076666774.1100006.7

 スパンLニ6000mm
 3.解析結果
 図1に示す解析モデルについて設定した9断面の解析
 結果のうち、1/しと相対沈下量δの関係を図3に、1/しと相
 対変形角Rの関係を図4に示す。また、Ptとδの関係を
 図4にPtとRの関係を図5に示す。解析モデルの形状を
 実状の建物と対比して考えた場合、上部構造がS造の場
 合に合致すると考えられる。図3～5には、各設定断面の
 ひび割れ・降伏時の値を示し、また指針に示されている
 S造の場合の相対沈下量または変形角の限界値を示して
 いる。
 表2基礎梁主筋
                       Pt:0.4Ptニ0.5Pt:0、6Ptニ0.7Pし:0、8Ptニ0、9Pt二1.0
                       梁幅B(mm}梁成D(mml設定主筋設定at設定Pt設定主筋設定aし設定Pt設定主筋設定at設定Pt設定主筋設定a〔設定Pt設定主筋設定at設定Pt設定主筋設定at設定Pt設定主筋設定at設定Pt
                       3006002-D195.740,3833-D198.610,5743-D198.610,5744-D1911.480,7654・D1911.480,7655-D1914.350,9575-D1914.350,957
                       3507003・D198.6104103-D2211.610,5533-D2211.610,5534-D2215.480,7374-D2215.480,7375-D2219.350,9216・D2223.221,106
                       4008003-D2211.610,4154-D2215.480,5534-D2215.480,5535-D2219.350,6916-D2223.220,8295-D2525.3509056-D2530.421,086
                       450goo4-D2215.480,4305-D2219.350,5386-D2223.220,6455-D2525.350,7046-D2530.420,8456-D2530.420,8457-D2535.490,986
                       50010005-D2219.350,4306-02223.220,5167-D2227.090,6026-D2530.4206767-02535.490,7898-D2540.560,9019-D2545.631,014
                       60012007-D2227.0904107-D2535.490,5388㌧D2540.560,6159-D2545.630,6918-D2951.360,7789-D295刀80,87511-D29フ0621,070
                       60015007・D2535.490423了一D2944.940,5358,D2951.360,6119-D295了.780,68810-D2964.200,76410-D3279.400,94511-D3287.341,040
                       60018008-D2540.560,3988・D2951.360,50410-D2964200,6299-D3271.460,70110-03279.400,η812-D3295.28093413-D32103.221,012
                       60020007,D2944940,3949-D2957.780,5079-D3271.460,62710-D327940069612-D3295.280,83613-D32103.220,90515-D32119.101,045

 ※解析対象断面の設定Ptは、実際の主筋径・量を設定した為.近似値となっている。
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